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“本物のクラシック音楽”を通じて“感動”をお届けする  
第８回「阪急ゆめ・まち 親子チャリティコンサート」開催 
～オーケストラと語りによる音楽物語「動物の謝肉祭」や子どもたちの指揮者体験も！～ 

  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 阪急電鉄では、阪急阪神ホールディングスグループの社会貢献活動「阪急阪神 未来のゆめ・まちプロ

ジェクト」の一環として、「阪急ゆめ･まち 親子チャリティコンサート」を本年も開催します。 

このコンサートは、本格的な音響設備を備える梅田芸術劇場メインホールで、子どもたちに「オーケス

トラによる本物のクラシック音楽と出会い、感動を体験いただく」機会を提供するもので、今年で８回目

の開催となります。 

 今回は、円光寺雅彦さんが指揮する大阪フィルハーモニー交響楽団による演奏で、ドヴォルザークの

交響曲第９番「新世界より」第４楽章などの名曲を一度に楽しめるほか、サン＝サーンスの「動物の謝

肉祭」については、元宝塚歌劇団男役で現在女優として活躍中の樹里咲穂さんによる語りを音楽に重ね、

ユーモラスで生き生きとした物語の世界をお届けします。 

 また、例年人気が高いプログラム「指揮者体験コーナー」では、会場の子どもたち数名が舞台で実際

にタクトを振り、チャイコフスキーのバレエ「くるみ割り人形」より『花のワルツ』を指揮するなど、

親子でクラシック音楽を楽しんでいただけるひとときをご用意します。  

 

 本コンサートの売上金は、当社沿線で支援を必要とする子どもたちのため、「あしなが育

英会」へ全額を寄付しており、開催回数を重ねるごとに認知度も向上し、過去７回の開催

による寄付金の総額は１,２９９万８,８３０円になりました。 

 これからも、当社は地域社会の一員として、子どもたちの健やかな成長に資する“体験”

や“学び”の場を提供することを通じて、「次世代の育成」に取り組んでまいります。 

 概要は次頁のとおりです。 

指揮者体験の様子 

大阪フィルハーモニー交響楽団 演奏の様子 

語りつきオーケストラ演奏の様子 
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１．公演日時 
   ２０１７年６月１８日（日） 午後２時開演（午後１時開場） 
 

２．会 場 
   梅田芸術劇場 メインホール（大阪市北区茶屋町１９番１号） 
 

３．入場料 
   中学生以上 １，５００円   小学生 ５００円（全席指定・税込） 
    ※未就学児および大人のみでの入場不可 
 

４．チケット発売開始日 
   ２０１７年３月１７日（金） 午前１０時から 
 

５．取り扱いプレイガイド 
   チケットぴあ、イープラス、ＣＮプレイガイド、ローソンチケット、 
   梅田芸術劇場チケット窓口（３月１８日 午前１０時から）、梅田芸術劇場オンラインチケット 

 

６．出演者 
   演   奏：大阪フィルハーモニー交響楽団 
   指   揮：円光寺 雅彦 
      ナビゲート：樹里 咲穂（女優・元宝塚歌劇団 男役） 
 

７．演奏予定曲目 

   ・グリンカ／歌劇「ルスランとリュドミラ」序曲 

   ・ヨハン・シュトラウスⅡ世／ポルカ「観光列車」 

   ・【音楽物語】サン＝サーンス／「平成版 動物の謝肉祭」（編曲：和田薫、構成：新井鴎子） 

   ・グリーグ／「ペール・ギュント」第１組曲より『朝』『山の魔王の宮殿にて』 

   ・【指揮者体験コーナー】チャイコフスキー／バレエ「くるみ割り人形」より『花のワルツ』 

   ・ドヴォルザーク／交響曲第９番「新世界より」第４楽章 
 

８．主催者等 

   主  催：阪急電鉄株式会社 

   共  催：阪急阪神ホールディングス株式会社 

   運営協力：公益社団法人 大阪フィルハーモニー協会、株式会社梅田芸術劇場 

   後  援：京都市教育委員会、向日市教育委員会、長岡京市教育委員会、大山崎町教育委員会、 

        大阪市教育委員会、豊中市教育委員会、池田市教育委員会、高槻市教育委員会、 

        茨木市教育委員会、箕面市教育委員会、摂津市教育委員会、島本町教育委員会、 

        神戸市教育委員会、尼崎市教育委員会、西宮市教育委員会、芦屋市教育委員会、 

        伊丹市教育委員会、宝塚市教育委員会、川西市教育委員会 
 

９．お客様からのお問い合わせ先 

   梅田芸術劇場 ＴＥＬ．０６－６３７７－３８００（午前１０時から午後６時まで／無休） 

以 上 

【添付資料】「阪急ゆめ･まち 親子チャリティコンサート」リーフレット 

【ニュースリリース配布先】青灯クラブ、近畿電鉄記者クラブ 

樹里 咲穂 円光寺 雅彦 
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